
ス
マ
ナ
・
バ
ル
ア
さ
ん
が
５
曰
、

医
薬
品
な
ど
製
造
販
売
の
対
称
生

物
研
究
所
（
川
崎
市
）
の
蓼
科
工

場
（
茅
野
市
玉
川
）
で
、
ク
マ
ザ

サ
を
原
料
と
し
た
医
薬
品
「
サ
サ

ヘ
ル
ス
」
の
製
造
工
程
な
ど
を
視

察
し
た
。
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
で
ハ
ン
セ
ン
病
対
策
を
担
当

し
、
発
展
途
上
国
の
地
域
医
療
支

援
で
生
薬
も
活
用
し
て
い
る
バ
ル

ア
さ
ん
は
、
同
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
出
身
の
医
師

医療支援に生薬活用

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

出
身
の
医
師

大和生物研蓼科工場を視察

サ
サ
ヘ
ル
ス
の
製
造
現
場
を
見
学
す
る
パ
ル
ァ
さ
ん

（
右
か
ら
２
番
目
）
と
大
澤
さ
ん
（
右
か
ら
Ｓ
番
目
）

学
び
、
今
後
の
活
動
に
生
か
そ
う

と
訪
れ
た
。

バ
ル
ア
さ
ん
は
、
地
域
医
療
を

学
ん
だ
佐
久
総
合
病
院
（
佐
久

市
）
の
医
師
と
交
流
を
続
け
、
師

と
仰
ぐ
同
病
院
の
故
若
月
俊
一
名

誉
総
長
の
墓
参
も
兼
ね
て
毎
年
８

月
に
来
曰
し
て
い
る
。
同
社
の
大

泉
高
明
社
長
は
、
共
通
の
友
人
で

あ
る
同
病
院
の
医
師
を
通
じ
て
紹

介
さ
れ
た
と
い
う
。

大
泉
社
長
と
長
年
親
交
の
あ
る

分
で
守
る
し
か
な
い
。
日
本
の
技

術
を
今
後
も
学
び
、
発
展
途
上
国

の
人
た
ち
に
伝
え
た
い
」
と
話
し

て
い
た
。

自
身
も
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
孤

児
院
の
支
援
事
業
に
携
わ
っ
て
い

る
大
泉
社
長
は
「
現
在
、
有
機
農

法
を
活
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

進
め
て
お
り
、
今
後
の
可
能
性
を

探
る
上
で
も
有
意
義
な
機
会
に
な

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

（
牛
山
義
章
）

薫
罎
獣
議

さ
ん
も
視
察
に
同

行
。
大
泉
社
長
ら

の
案
内
で
、
ク
マ

ザ
サ
の
あ
く
抜

き
、
抽
出
、
ろ
過

な
ど
を
行
う
抽
出

室
や
、
抽
出
液
を

籔
醗
譲
銃

曇
し
た
。
４
日

に
は
、
来
年
５
月

の
一
般
公
開
を
目

指
し
、
工
場
敷
地

内
に
整
備
を
鋳

て
い
る
「
蓼
科
笹

籍
物
團
も
見

た
。

「
バ
ル
ア
さ
ん
は

貴
し
い
国
で

は
、
場
な
ど
周

囲
の
物
を
使
い
、

自
分
の
健
康
は
白

な
い
。
日
本
の
技

び
、
発
展
途
上
国

え
た
い
」
と
話
し


